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1．はじめに

地球環境問題が避けて通れない国際関心事になっている。日々テレビ　新

聞等でわれわれはこの事に関してたくさんの報道に接している。前回福山大

学経済学論集に「大学生の環境意識実態調査」1）報告をした。そこでは、環

境に関する情報の入手方法、環境に関する情報への関心度、環境問題の認知度、

環境問題に関する考え方、環境保全に関する知識、環境保全のための実践内

容に関して検討した。本論文では　前回の調査項目の1つである「環境保全

に関する知識」に関しての詳細を調査したものである。

2．調査方法

調査対象者は層化無作為抽出ではなく、特定の授業科目の履修学生である。

筆者と協力者が担当する福山大学経済学部1年生対象の必修科目の時間を利

用して、2009年10月にアンケートを実施した。アンケートはパソコンディ

スプレイに質問項目を表示しそれに答える方式で実施した。この方式により、

質問項目を印刷したものを見ながら答える方式よりも回答がスムーズに行え、

更にデータの収集が早くしかも確実に処理することができた。有効回答者数

は172名であった。

本研究ではエコロジー・テストによる方法2）を利用し、「環境保全に関す

る知識」に関する実態調査を行った。
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2．1エコポイントについて

多くの環境問題を視野に入れながら、生活行動を環境の点からチェック

できるひとつの統一指標として数値で評価するためにエコポイントが考え

られた。

エコロジー・テストでは　環境問題を表lに示すように5つに分けて検

討する。

表1．環境問題と関連事象ならびに代表的環境負荷項目

環境問題（行動パターン） 亊i��馼�ｲ�代表的環境負荷項目 

温暖化問題 �4x6ﾈ8ｸ4ﾘ�ｲ�二酸化炭素 

廃棄物問題 倬�ﾋ侘ﾘｨ��ごみの量 

水環境問題 ��X�刮�r�BOD 

大気環境問題 ��Xｴ8刮�R�窒素酸化物 

有害化学物質問題 �ｸｧyZ壱��各種化学物質 

次に、各環境問題に関連する行動をそれぞれ5つずつ選び、合計25の

行動パターン項目を設定する。この項目を表2に示すエコポイント作成の

ための一覧表の左側の取り組み内容欄に表示している。

次に、各行動パターンごとに関連する環境負荷：男を算出する。たとえば

「1．新聞・雑誌をリサイクルに出している」時の環境負荷量は51kg－C／世帯・

年であり、「2．古紙100％のトイレットペーパーを使用している」時の環

境負荷量は5．2kg－C／世帯・年であり、約10倍も二酸化炭素排出量に差が

ある。ここでkg－C／世帯・年とは年間1世帯あたりの炭素換算での重量（kg）

を表す。

各生活行動によって、環境負荷量が異なるときには　環境負荷量の大き

いほうのポイントを高く設定する。

現在、環境への負荷の種類を5種類考えているが、これらが環境へどの
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程度影響を与えているかを評価するための方法としてはまだ国際的に整合

性のある方法は決まっていないが、ここではスイスのエコスケア法を採用

した。これは　環境負荷の数値を、特定の場所と期間における実際値で割

ることによって正規化を行い、その環境負荷に対する相対的な重みづけ係

数をかけることによって、単一数値化を行う方法である。

表2．エコポイント作成のための一覧表

温 僭��水 ��R�有 

暖 弍ﾂ�質 亢2�害 

化 兒��汚 染 ����R�物 質 

重みづけ �(�CB�1．9 ���C��1．6 �8�C��エコポイント 

0．6 �8�C��0．0 ���C��0．0 度�CB�

0．3 ���C��0．0 ���C��0．0 滴�C��

0．3 ���C��0．0 ���C��0．0 滴�CB�

0．6 ���C��0．0 ���C��0．0 店�C��

1．0 ���C��0．0 ���Cr�0．0 �8�Cb�

0．2 ���CB�0．0 ���C"�0．1 �8�Cr�

0．5 ���C��0．1 ���C"�0．0 ���CB�

0．5 ���C��0．0 ���C2�0．3 �(�CR�

0．6 ���C��0．0 ���C��0．0 �(�C��

2．0 ���C��0．0 �8�C��0．0 祷�Cb�

1．4 ���C��0．0 ���C��0．0 滴�C��

0．9 ���C��0．0 ���C"�0．4 店�C"�

0．0 ���C��1．8 ���C��0．0 ���C��

0．0 ���C��3．4 ���C��0．0 �8�3r�

0．0 ���C��0．0 ���Cr�2．0 度�C��

0．0 ���C��－0．4 ���C��1．4 �8�Cr�

0．0 ���C��1．9 ���C��0．0 �(�C��

0．0 ���C��0．0 ���C��1．5 滴�3R�

0．0 ���C��0．0 ���C��1．9 店�Cr�

0．0 ���C��3．3 ���C��0．2 滴�C"�

0．0 ���C��0．0 ���C"�1．0 �8�CB�

0．0 ���C��0．0 ���C��1．2 �8�CR�

0．5 ���C��0．0 ���Cr�0．0 �(�C"�

0．4 ���C��0．0 ���C2�0．2 ���C��

0．0 ���C��0．0 ���C��0．0 ���C"�

合計 ����10 ����10 ����100 
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行動パターン5種類（温暖化、廃棄物、水質汚染、大気汚染、有害物質）

と環境問題25種類のマトリックスについての評点の付け方について述べ

る。

まず、各環境問題をこれ以上悪化させないという前提で　現状の環境負

荷全体を一つの環境容量とみたて、この環境容量に対してどれだけ負荷を

削減できるか（環境負荷削減寄与度）を評価尺度として評価した結果を表

2の2－6列に示す。ここでは縦方向の合計を10点満点とし、環境負荷

削減寄与度を参考にしつつ評点配分を行っている。

次に、各行動パターンのどれがどれだけ重要か、あるいはリスクが高い

かを評価し合計するために重みづげを行う。表2の上部に重みづけ値を示

している。ここに示した値は国立環境研究所。）が提示したものである。

表2の右欄に示した行動パターンごとのエコポイントの算出には次に示

す計算式を利用した。

行動パターンのエコポイント＝　2．4×（温暖化評点）

＋1．9×（廃棄物問題評点）

＋1．1×（水質汚染問題評点）

＋1．6×（大気汚染問題評点）

＋3．0×（有害化学物質評点）

2．2　ライフスタイル・チェックシートについて

25種類の環境問題に答えてもらうが　実行の尺度の回答として下記の項

目を用意した。カッコ中に示す値は評点である。

「1．いつも取り組んでいる」　（評点1）

「2．だいたい取り組んでいる」　（評点　0．75）

「3．時々取り組んでいる」　　　（評点　0．5）

「4．取り組んでいることもある」（評点　0．25）

「5．まったく取り組んでいない」（評点　0）
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ライフスタイル・チェックシートを表3に示す。

表3．ライフスタイル“チェックシート

諒難関・雑誌をリサイクルに盤している

2古紙10鋤のイレットペーパーを使用している

8．飲料容器やhレmをリサイノ郎問こ塑している：∴4

4　買い物袋を持参している　　　　　　　　　　5．0

談調で諒麗しで、冷暖誘電で茎を怨ナ踵えてい蚤∵一一∵3

6食材は適量を買い、期限切れで捨てないようにしている　　　3

高風潟は按族繁競漕で入坑工慶炊曇をし駄ヽよ靭こしている

8　風呂の水を洗濯等に利用している

綴輩のア璃母ングストップを狩っている

10　マイカーを避けて公共交通を利用している

高言蒸陽温水器を動感している

12家電製品は省エネ型以外は買わないようにしている

胎※柳と裁判湊難さ討二蒋筋翻崩して掠る∵∴∴弓

14油をふき取ってから皿を洗っている　　　　　3

8

7

掘巨

16　洗剤として合成洗剤でなく石鹸を使ってい　　　3．7

服務蘭を計づ瑠適宜観照している

18除草剤や殺虫剤を使わないように気をつけている

縛∵萎め卑彊序均一性悪漣を邁遊使翻し勤渇

20トイレや風呂場で強力な洗浄剤を利用しないようにしている　42　　3．2　　2．1　11　　00

2乱

22　有機農作物を選んでいる　　　　　　　　　3

組耀瑠泌崖偉観を達読了乳＼翁　　　　　　　2

7　　18　　0．9　　0．0

24　早寝・早起きを心がけている　　　　　　　19　1．4　1．0　　05　　00

親告雷電窪媛溝ないよ討こし那障る　　　　　1 餓護　　綴綴
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各項目のエコポイントは　表3に示す各値に上記評点を掛け、合計して

算出する。

2．3エコポイントの計算方法

環境問題別に5つのパターンに分類して検討する。そのパターンとは

温暖化問題、廃棄物問題、水質汚染問題、大気汚染問題、有害化学物質問

題の5つである。

おのおのの分野でのエコポイントの計算方法を下記に記す。

（1）温暖化問題エコポイント

5・7・8・11・24のエコポイント合計×器

（2）廃棄物問題エコポイント

1・2・3・4・6のエコポイント合計×器

13，14・16，17・20のエコポイント合計×器

9・10・12・23・25のエコポイント合計×器

（5）有害化学物質問題エコポイント

15・18・19，21・22のエコポイント合計×器

この方法により各人の環境問題別のエコポイントを算出する。
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3．結果

3．1行動パターンの分布

図1にアンケートより得た行動パターン5種類（温暖化、廃棄物、水質

汚染、大気汚染、有害物質）の分布状況を示す。

いつも取り組んでいる　　囲園田　だいたい取り組んでいる　圏題詞

時々取り組んでいる　　　圏　取り組んでいることもある圏醒囲

まったく取り組んでいない　田園圏

図1　アンケート結果
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図2に件数の多い順に表したグラフを示す。タバコを吸わないようにし

ている学生は約16％で　風呂に家族で続けて入り、風呂水を洗濯等に利用

している学生が多いことがわかった。

‾問「‾　下士‾

所用言古∴　十

6手当日面号千言　　即日－　　1

1－青三時　」差出　‾∴∴章一雪ぐ

～中日‾「－←　r

in点∴∴∴十㌧し一　暑了雷‾1工事引　用

∵和す言上－二重は日宇竿i i

ll　　　　　矧＋　　　　南丁目坤　i

l　申　　　i　　雪中千滴＿日　用

蔦i一半一　丁∴巨‡削1早上目一日　　　　1－ri

il日当肝　砧1＋i Li Tii

＿II当極言言上午十円　－

（41等i　伸一与iナ

（1用　三　種†′三選　‾　一三

1＋　tl的　　　　　　　　　　　　l睡11

l i　　÷†I I Tt，

子　守r Ii　　　　　　十㌔

i／］F硬廉IE桔

（中日　官　日工⊃亨とLi

Ll土鳩呈上楽一千　円

時日青戸　　‾　吋千年　‾－　L如÷1中

上言下　　　i‾　一　　年‾中二用

ヱIそ官製。いて∃＿「刊i†月日「t I

図2　アンケート結果（件数の多い順表示）

ラップなどを購入しないようにし、米のとき汁を流さずに有効利用して

いる学生は1％以下である。また家電製品は省エネ型以外は買わないよう

にしている学生は約1％であるが、

これは学生の身分ではなかなか省

エネ製品に買い替えることができ

ないことの反映だと考える。

3．2．エコポイント

図3にアンケートから算出した

エコポイントの平均値のレーダー
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図4　有害化学物質優先型
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チャートを示す。これによると5つの

行動パターンで40ポイントにほぼまん

べんなく分布していることがわかった。

次に、各分野で特異な形を示す例を

記す。

図4には有害化学物質優先型と呼べ

るレーダーチャートを示す。このパターンの人は大気汚染や温暖化問題に

はあまり関心を持っていないようで

ある。

図5には大気汚染優先型と呼べる

レーダーチャートを示す。このパター

ンの人は水質汚染や有害化学物質問

題にはあまり関心を持っていない

ようである。

図5　大気汚染優先型

図6には温暖化優先型と呼べるレー

ダーチャートを示す。このパターンの

人は水質汚染や有害化学物質もんだい

にはあまり関心を持っていないようで

ある。

図6　温暖化優先型

ダーチャートを示す。このパターン

の人は大気汚染問題にはあまり関心

を持っていないようである。

図8には水質汚染優先型と呼べ

るレーダーチャートを示す。このパ

ターンの人は温暖化問題に関心を

図7には廃棄物優先型と呼べるレー

′重噴lこ．

100

人気′三食　　　　　　　　　水質l声楽

図7　廃棄物優先型
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図8　水質汚染優先型

持っていないようではあるが　エコ

ポイントが60ポイント以上あり理想

型に近いと言える。

4．結論

温暖化、廃棄物、水質汚染、大気汚染、有害物質の行動パターン5種類に

ついてエコポイントを算出した。理想型に近いポイントを獲得する学生がい

たものの、大半の学生のレーダーチャートはいびつな形を示していた。この

ことは、環境分野が広いので当面その中の関心がある分野だけについて対処

しようとしているからではないかと考える。身近にできることは何かについ

て考え、議論をすることによって環境問題に真剣に取り組んでいく人の養成

には教育が非常に重要だと考える。これまで以上に環境問題に関する情報を

学生に提供し考えさせ、行動に移させるようにする必要があると考える。
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